


今夜もネコネコの森へ行くんだよ。

まだ回数券はあるかい？

ネコネコの森へ入るには回数券が必要だからね。

その回数券を一晩に一枚だけ持って行くんだよ。

ネコネコの森の入口まで行くと門番猫さんがいるからね。

その門番猫さんに回数券を渡すんだ。

いいかい？

回数券を渡す時は決して怖い顔や困った顔や

それから苦痛の表情もしてはいけいないよ。

こうやって頬の筋肉をキュッと上にあげてニッコリと微笑むんだ。

でないと門番猫さんは回数券を受け取ってくれないし

森の中へも入れないからね。

いいかい？

こうやってニッコリとね。

そうそう、そうやってニッコリと……
じゃあ今夜もゆっくりネコ・ネコ

瞳を閉じてネコ・ネコ　

了
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